














取り上げるのは、薬物依存からの回復をめざす 40 歳代の男性 A さん





A さんにたいして、ダルク入寮後 17 回のインタヴューを行った。そ









回 労役後経過年月 語り 特記事項
01 0 年 01 月 こんなもんかって感じでしたね。 労役直後
02 0 年 03 月 あんまり。短い期間だったんで。




た と き 苦 し
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た ま た ま と
まってる；仲
間との関係性
07 1 年 02 月― やっと回復
08 1 年 06 月 その前の段階で：裁判所で：あの、牢屋にいくか、




2 か 月； タ ー
ニングポイン
ト





10 1 年 11 月―
11 2 年 01 月—



























労役後に行った 13 回のインタヴューにおける労役関連の回答を表 1
にまとめた。インタヴューが労役後何回目であるかと労役終了からの経
過年月、そして当時の状況についての特記事項とを示している。13 回
のうち 3 回（07 回目、10 回目、11 回目）では、労役を話題とすること
をしていない。
本論では、A さんの労役後の約 3 年間を表 2 のように 4 期に分けて検
討する。
まず、それぞれの期の概要を述べる。
第 1 期（01-02 回目）　「こんなもんか」




第 1 期（01―02 回目） 　「こんなもんか」
第 2 期（03―05 回目） 　「きっかけのひとつ」
第 3 期（06―09 回目） 　「ほかにもたくさんあった」




A さんのこの 3 年間の大きな変化のひとつに、インタヴューで話して
くれる分量の飛躍的な増大がある。初期の A さんはほんとうに言葉数
が少なく、インタヴューでいろいろと聞きだそうとしてもすぐに終わっ
てしまうことが多かった。たとえば、01 回目のインタヴューは 22 分で、
02 回目は 27 分だった。それが、12 回目は 1 時間 2 分、13 回目は 1 時
間 25 分となっている3）。
第 2 期（03-05 回目）　「きっかけのひとつ」




なった」と 03 回目に述べている。04 回目には「いい経験」と述べたあ
と、05 回目は「自分のとまったことと関係している」と 03 回目とほぼ
同じとらえ方となっている。
第 3 期（06-09 回目）　「ほかにもたくさんあった」












第 4 期（12-13 回目）　「親身に接してくれたひと」



















































は、第 3 期に述べられたことである。これは、第 2 期の見方をある意味





































ものではない。12 回目のインタヴューでも、先の 6 つの命題のうち、





12 回目で重視されているのは、表 1 にあるように、「労役に行か
されたこと」、「自分でやったことに対して責任を取る」ことだった。こ
れらは、行為としては同じことである。A さんには、「罰金 20 万円払い
ますか」、それとも労役に行くかという選択があった。生活保護で暮ら














































































最後の使用から 1 年がひとつの区切りとなる。A さんは、第 2 期の途中
に薬物を使わない期間である「クリーン」1 年を迎えている。「なくなっ


















第 1 期（01―02 回目） 「｟使いたい気持ちが｠なくなってきた」
第 2 期（03―05 回目） 「欲求もなく、落ち着いてきた」
第 3 期（06―09 回目） 「表だって欲求はない」、「すごい楽」、「面白いぐら
いない」















































てきている。イギリスのリバプール離脱研究についての Shadd Maruna の
報告はなかでも大きなインパクトがあった（Maruna 2001=2013）。
3 ）　本論原稿を A さんに確認してもらったときにこのことが話題となった。
自己省察が深まり多く話せるようになった変化に資するものとして、南た
ちによるインタヴュー調査の貢献があったと感謝された。
4 ）　下線は強調、（.）は 0.2 秒以下の短い沈黙、：は音の引き延ばし、＞　＜
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18 A： ＞拘置所とか刑務所とか＜って ［（はい）




23 R： ＝ん ［：

























































“Turning Points” Are Not Points but Processes: 
A Study of a Recovering Addict, with a Focus on His “Rendering a Service” in Jail
 Yasusuke MINAMI （Seijo University）
 yminami@seijo.ac.jp
ABSTRACT
　People often say, “such and such was a turning point in my life.” Mr. A had 
a serious drug addiction problem and had a hard time quitting his habit. After he 
was arrested for shoplifting, he was sentenced to “rendering a service” in a jail 
for 40 days. He stopped using drugs after the cour t's ruling. Mr. A was 
interviewed 13 times after his service in jail. The sentence itself appeared to be a 
“turning point” for him. However, in his accounts, his causal attribution of his 
quitting drugs changed, from being the result of his experience in jail, to his 
acceptance of his own responsibility, then finally to the efforts of the others who 
supported Mr. A while he went through the process from his arrest to the 
completion of his sentence. His “turning point” lasted as long as six months, and 
the content of his accounts changed over the three-year period of the interview 
research. It can thus be argued that the “turning point” of Mr. A's recovery was 
not a single “point” in time, but a “process” over a span of time.
KEY WORDS：turning point, drug addicts, recovery, life story
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